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総合電子メールシステム
Integrated Electronic MailSYStem

オフィスオ【トメーションの発達に伴い,オフィス内で伴われる多種多様な立論末

が新しく導入されつつある｡日立製作所では,これらの各椎の端末を結び,効率的

なオフィスオートメーションシステムを実現するために,PI∋Ⅹと結合し,オフィス

内の通信システムの中核となる総合電子メールシステムを開発Lた｡

本システムは蓄積交換機能を提供し,電話からの音声,ファクシミリからのファ

クシミリ画像情報及び一般データ端末からのデータなどの多元な情報に対し｢司報通

信,代行通信,親展通信など,7陣々の高度な通信サービスを統一一的に実現するシス

テムである｡

山 緒 言

経一斉活動の進展と活発化に伴い,従来の電話を主体とした

オフィスの通信システムについても,コンヒュータ,ワード

プロセソサ,ファクシミリなど,多様な端末間の相互通信を

必要とする新しい多元情報の通信サービスの要求が高まってき

た｡更に,これら端末間の単純な不‖立通信だけでなく,必

要なときに,必要な情報が容易に入手できるような蓄枯機能

をもつ過信システムが其朋寺されてしゝる｡

日立製作所では,このような背景のもとに,オフィスの過

信システムの中核をなす私設交操機に蓄柿装置を付ノJ11L,電

話,ファクシミリ,データの多元情報を蓄積し,メールポッ
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クス,向報過信,代行通信を統一的に行なう総合`直子ノーール

システムを開発した｡

本稿では,本システムのサⅥビス機能,システム構成,本

システムに接続される代表的な端末及びその応用例について

述べるとともに,システムの全体を明らかにする｡

凶 総合電子メールシステムのサービス機能

総合電子メールシステムは,オフィス内通信ク)中心的なメ

ディアである電話による音声情報,ファクシミリの画像情報,

コンピュータやチータ端末からのデータを,ファイルに苔枯

コンピュータ

TMS

ファクシミリ
応答システム

m
電 話 機 /ン′ FAX

注:略語説明

OA(オフィスオートメーション)

VMS(ボイスメールシステム)

TMS(テキストメールシステム)

FMS(ファクシミリメールシステム)

FAX(ファクシ.ミリ)

PBX(私設構内交換機)

WP(ワードプロセッサ)

図1総合電子メールシステムの位置付け 総合電子メールシステムは,ボイスメールシステム.テキストメールシステム及びファクシミリメールシステ

ムから成る通信システムである｡
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して,多様な形態であて先に届ける通信システムである｡

OA(オフィスオートメーション)システムでの総合電子メー

ルシステムの位置付けを図1に示す｡この図に示すとおり,

本システムを中心に各種端末と私設交換機によるネットワー

クを組み,蓄積機能を生かした多彩なサービスを提供し,各

端末で作った情報の交流,共用,検索などを可能とし,オフ

ィス内の通信の効率を大幅に向上させることを目的としたシ

ステムである｡

2.1 サービスの目標

総合電子メールシステムはできるだけ多くのユーザーに適

合するために,(1)だれもが容易に使えること(マンマシンイン

タフェースの標準化),(2)多種類の端末が容易にシステムに接

続されること(端末インタフェースの標準化),(3)サービス種

別の自由な選択(機能のビルディングブロック構造)などを目

標に開発した｡

2.2 サービスの内容

総合電子メールシステムは,音声情報を扱うVMS(ボイス

メールシステム),ファクシミリを扱うFMS(ファクシミリメ

ールシステム),テキストを扱うTMS(テキストメールシステ

ム)の各機能から構成される｡各々のメールサービスの内容を

表lに示す｡これらサービス内容は,音声,ファクシミリ,

データの各メール機能に共通したサービスを提供するように

表l 総合電子メールシステムのサービス内容 総合電子メールシ

ステムのサービスは,通信の効率化,高度化に効果が大きい｡

サービス名 概 要

適 用

VMS FMS TMS

普 通 便
メッセージを蓄積してから送信する｡

Cノ ○ ⊂〉
通信が不完了の場合再送する｡

同 報
l上司の送信で複数の相手にメッセージ

⊂) ⊂〕 ○
を伝える｡

メールボックス

話中や不在時に配布されたメッセージ

⊂) (⊃ ⊂)やメールボックスあてに送られたメッ

セージを,好きなときに取り出せる｡

規 展
暗証番号を入力することにより,自分

○ ○ ○
あてのメッセージが取り出せる｡

時 刻 指 定
メッセージの入力時に時卦+を指定Lて

⊂) ○ ⊂)

おくと,その時割に相手へ伝える｡

端 末 代 行

端末が障害などで受信不能のとき,指

○ ○定された他の端末にメッセージを伝え

る｡

端 末 代 表

複数の端末に対し着信代表者号を与え

⊂) (⊃ると,メッセージは代表内の空き端末

に出力される｡

通 信 証 明

う蓋信モニタ,受信モニタ,ラストメッ

(⊃ ○セージなどにより,】通ごとの,ある

いはl日ごとの通信記実録を取れる｡

情 報 案 内

広報サービス,社内ニュースなどを蓄

○ ⊂) ⊂)積+て右き,端末からの要求で情報を

出力する｡

情報ファイル

メールボックスを簡易ファイルとして

○ ○ ⊂)情報を蓄積しておき,必要に応じて取

り出せる｡

異機種間通1言
通信手順の異なる端末間通信のために

⊂) ○
手順変換を行なう｡

夜 間 送
一信

急ぎでない場合は,料金の安い夜間に
⊂) ○

メッセージを送る｡
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してし､る｡これらのサービスは,通信の効率化,高度化に多大

の効果が期待できる｡その内答を整理すると下記のようになる｡

(1)省力化‥…･同報

(2)通信の確実化……端末代行,端末代表,通信証明

(3)通信回線の有効利用

(4)通信時間の自由化…

(5)通信範囲の拡大……

(6)通信の機密保持‥…･

…･･･時刻指定,夜間送信

‥･メールボックス

異種端末間通信

親展

(7)通信処理機能の拡大=‥‥情報案内,情報ファイルの検索

2.3 システムへのアクセス方法

総合電子メールシステムへの端末の接続方式として,図2

に示すように端末が直接総合電子メールシステムに接続され

る直接接続方式とPBXや公衆網を介して接続される交換機収

容方式がある｡直接接続方式の場合は,システムへの]妾続は

端末の発信操作で行なわれ,あて先やサービス内容の指定を

定められた標準インタフェースによって行なう｡このため,

端末の操作は簡単化される｡一方,交換機収容方式の場合に

は,電話機により本システムをダイヤルで呼び出し,あて先

やサービス内容をダイヤルで指定する｡本方式は,PBX(Pri･

vate Branch Exchange:私設構内交換機)を通じ多数の端

末を収容できる点に長所があるが,一般にはこのようにダイヤ

ルにより情報を入力するため,入力符号(数字,♯,×の12種

類)が限定され一般に操作が複雑になる｡メモフォン端末は電話

機能とテキスト端末機能を複合させることにより,長所を生

かし知所を補っている｡

2.4 収容端末

総合電子メールシステムに接続される端末の代表例を表2に

示す｡VMSには電話機,FMSにはファクシミリ端末,TMS

には一般ワードプロセッサ,パーソナルコンピュータなどのデ

ータ端末が接続される｡また,メモフォンはVMS,TMS

に]妾続される｡これら端末のうち,ファクシミリ端末,メモ

フォンについては4章,5章で説明する｡

田 総合電子メールシステムの構成

3.1 システム構成決定上のポイント

総合電子メールシステムの機能を整理すると,(1)回線を接

続･制御する機能,(2)メール情報を送受信する機能,(3)メー

ル情報を保管･検索する機能及び(4)それらに付随する保守･

運用管理に関する機能に分類でき,これらの機能を能率的か

つ経首肯的に実現することが重要なポイントとなる｡また,シ

ステム構成及び処理方式を決定するに当たっては,対象とす

る情報の種類が音声,ファタンミリ,データと多岐にわたる

ことから,それらの性質の違いを十分に吟味し,システム設

計に反映する必要がある｡

表3にシステム構成に影響を与える外部条件を示す｡

3.2 ハードウェア構成

表3のNo.1-5の外部条件は,音声,ファタンミリ,デ

ータで大きく属性が異なり,基本となる技術も異なるた

め,各回線種別に応じたハードウェアを設ける方式を採

った｡

このような考えに基づいたハードウェア構成を図3に示す｡

同図に示すように,音声回線用にVMT(音声回線制御装置),

ファクシミリ回線用にFMT(FAX回線制御装置),データ回線

用にTMT(テキスト回線制御装置)から成る｡これらの各種ト

ランクは,処理装置と共通のバスに接続されており,ディス

クヘのアクセスが可能となっている｡VMTはPBX又は専用線

と接続され,入ってきた音声をPCM(Pulse Code Modula-
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図2 …総合電子メールシステム構成図 総合電子メールシステムには,電話機,ファクシミリ,テキスト端末などが直接又はPBXや公衆網を通Lて接続

される

tion)化しディ スクに音声を萬枯する｡PCM化された音声は1

秒間に64kビットの情報をもち,一般に一つの†云言の点さ と

考▲えられる30秒の音声では1,920kビットもグ)情報となり,デ

ィスク上のメモリの専有量は多くなる〔,そこで二斤1末品官fは=々∵

干低下するが,この音声を圧縮してディ スクを効率よく利用

する技術として,本システムではPARCOR(PartialAuto一

表2 総合電子メールシステムの1収容端末 総合電子メールシステ

ムには,電話考幾ファクシミリ,データ端末などが収容される.

種別

項目
VMS FMS TMS

使 用 端 末

プッシュホン回章云

CCけT勧告GII,

ワードプロセッサ

ダイヤル パーソナル

電話機十PBアダプタ GIIIFAX コンピュータ

多機能電話機 日立手順FAX CPU

メモフォン メモフォン

伝送制御手順
CCITT勧告Gll. HDJC,BSC･

Glll･日立手順 無手順など

〉主:略語説明 PB(プッシュボタン)

CC‡TT(国際電信電話諮問委員会)

HDJC(H■gh LevelData L什1k CorltrOり

BSC(Blnary Synchro1101+S Contr()1)

表3 システム構成に影響を与える外部条件 総合電子メールシス

テムは多種類の情報を扱うため,外部条件が多岐にわたる

No. 主な外部条件 システム構成上,主に影響を受ける部分(機能)

1 回線インタフェース

回線制御ハードウェアl(冠悪書警護能)

回線制御ソフトウェアl(同上)

サービス制御ソフトウェアl(羞諸苧警姦能)

2 回 線 速 度

(情報処‡里速度)

3
情 報 形 式

(アナログ/ディジタル)

4 接続･切断･制御

5 伝 送 制 御

6 メールサービス内容

7 メール情報の検索方法

メール管理ソフトウェアl

ファイル容引(･㌫芸苧警農芸)

8 メ ッ セ
ー ジ 長

9 メ ッ セ
ー ジ 数

10 メッセージ滞留時間

correlation:帖自己相関係数)方式に上り,1秒間に9.6kビ

ットの情報に｢王縦するVMT圭ノjr】意Lている_つ

FMTの機肯巨とLては､国際標畔とLてク‾)GII及びGIIlプ〕標

準ファクシミリを指紋する機能がある｡GII機とGlIl機ヒ交

信するj湯†ナには,手順変換と符号化プJ式の変換か必要である

が,FMTでは一丁順変才灸を行ない,GII機のl_■-【1i像イt一言～ゴーをG口Ⅰ機

のMH(Modified Hoffman)符弓一に変換L,ディスクに灘枇し

ているコ ニのん式は,GII機のi巾‖象イ言ぢ一をG口Iメナノ℃ク)ナ.喜■弓一に

変換Lて題材をすることにより大It掛ニメモリをぎー1jりi城できる..‾!む

にTMTでは,一1拙J)ワートフロセッサやデータ端末を接続で

きるように,非同期方式のインタフェーースか川二占三されている‥

PKT(′＼ケット仁ミ送制御装F芹)は公衆放び私設の′ヾケソト交

換網と桔糸)`己され,効率よく伝送路を使うために帖r口されるて.

3.3 ソフトウェア構成

図4に/Jミすように総†ナノ一正｢一ノー/レンステムグ)ソフトウェ7'

は,メーール情報を制御･管理するメール制御ソフトウェアと,

凶線を制御する回線制御ソフトウェアの2和実如二分放きれる√J

PB)く

TEL

FAX

DATA

専用線など

注

㈱静

回
国
ス
ッ
ス

脚
順
仰
仰
仰
晰

総合電子メールシステム

VMT

FMT

TMT

TKP

I｢
CPU

DKC

DK

DK(ディスクユニット)
TEL(電話機)
FAX(FAX端末)
DATA(テキスト端末)

±+

図3 総合電子メールシステムのハードウェア構成 総合電子メール

システムは,音声,ファクシミリ,データに対応Lて個別の制御装置をもつ.〕
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メール制御ソフトウェア
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図4 総合電子メールシステムのソフトウェア構成 総合電子メール

システムのソフトウエアは,メール制御ソフトウェア及び回線制御ソフトウェ

アから構成される._▲

メール制御ソフトウエアは,異なった情報である音声,ファ

クシミリ,データを一元的に管玉里･制そ卸するために,下記を

目標とした構造を採った｡

すなわち,(1)多元メール情報を効率的に蓄柿でき,かつ制

御が容易なファイル構造であること｡(2)ユーザーが容易にフ

ァイルにアクセス可能な構造であること｡具体的な方法とし

て,メール当たりの情報量(数十バイトから数百キロバイト),

転送速度(50～64kビット/秒)などの変動に対してバッフ

ァ使用効率を低下させることなく,かつ処理負荷を軽減でき

るセグメント･アドレス方式(情報をセグメント単位に分割し,

ファイルをアクセスする方式)を採用した｡回線削御ソフトウ

エアは,メール情報の入出力手順が音声,FAX,テキストで

異なる部分も多いことから,各種別対応にモジュール化して

いるが,メール情報の保管･検索を行なう機能は共通であり,

その一フ亡化を図っている｡また,機能の変更･追加に対し柔

｢‾‾

lFAX基本部

I

1

I

l

読 取 部

記 録 部

符 号 器
(MH/MR)

復 号 器
(MH/MR)

読 取 部

記 録 部

図5 FMS用ファクシミリ端末の構成
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軟に対応できる構成をとっている｡

3.4 システムの拡張

総介電子メールシステムには,ユーザーにより各種の端末

接続のニーズが考えられ,特に,FAX､データ端末には多様

な椎頬が存/十三する｡これらの多様な端末の手順の相違を各ト

ランク内のファームウェアによって吸収する方式をとってい

る｡更に大きく標準と異なった端末については,特殊トラン

クをオプションにより接続する構成となっている｡

【】 ファクシミリ端末

総合電了-メMルシステム用ファクシミリ端末(以下,FMS

用ファクシミリ端末と称す｡)には,総合電子メールシステム

を呼び出し,特定のサ【ビスを要求する方法の相違で二大の2

稚頬がある｡

(1)標準ファクシミリ端末

FMS用に特別の電鍵は使わず,公衆網を呼び出す場合と同

様電話機からシステムを呼び出し,サービス要求も電話機か

ら入力する｡

(2)FMS奇相ファクシミリ端末

FMSを呼び出すために専用の電毒建をもち,この電茅建によI)

呼び出L番弓一やサ【ビスを要求するコマンドを出すもの｡

上記標準ファクシミリ端末に比較し,FMSへの人ブJが簡単

化され操作か容易になっている｡

二れら標準フ7クシミリ端末とFMS専用ファクシミリ端末

の構成を図5にホす｡この同に示すように,FMS専用ファク

シミリ端末はFMS接続部をもち,この部分で,操作パネルか

らの入力によリンステムとの交信を制御し,操作を簡単化し

ている｡

標‡隼ファクシミリ とLてはGII,GlII両機ともシステムに

接続可能であり,HIFAX700,705,2000,3000シリーズが代

表機種である｡このうちHIFAX3000シリーズの外観及び主な

仕様を図6,表4に示す｡

日 メモフォン

5.1 メモフォンのねらい

総合電子メール用の端末の一環として,オフィスでの通信

の効率向上をねらい,仮名文′‡:を主体とした簡易文書(メモ)

の通信を可能としたテキストメール機能と電話機能とをもっ

た複†ナ端末とLて,メモフォンを開発した｡本メモフォンは,

制 御 部

｢
FMS接続部

l
___ ___

+__

(a)FMS専用ファクシミリ端末の構成

符 号 器

(MH/MR)

復 号 器

(MH/MR)

制 御 部

操作パネル

F M S

接続制御部

‾‾‾‾‾1

モ デ ム

N C U

電話機

(b)標準ファクシミリ端末の構成

FMS専用ファクシミリ端末は,ファクシミリ基本部とFMS接続部から構成される｡

モ デ ム

‾｢

注:略語説明

MH/MR(モデフアイド

ハフマン方式/
モデファイド

リード方式)

NCU(網制御装置)
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既存の交換機の電話回線に接続が可能であり,電話機能のイ

ンテリジェント化とともに,高度なテキストメール機能を可

能とするものである｡本メモフォンは総合電子メールの端末

として以外にもぅ虫立して機能できるようになっている｡

現在のオフィスでの通信手段は電話が主となっているが,

相手の話し中,離席などにより連絡がとれないことも多く,

また音声は記録に残らないといった制約もある｡そこで,本

メモフォンでは,一つは仮名文字テキストの伝送により記録

を可能とし,もう一つは蓄積通信機能をもたせ,メールボッ

クスなどの高度な通信機能を実現した｡一方,現在の電話機

の操作性向上の要求ほ強く,本メモフォンでは,インテリジ

ェントな電話操作機能の実現も図っている｡以下,その概要

について記す｡

5.2 メモフォンの構成

近年,マイクロコンピュータの発展とともに高機能･低価

格な入出力機器が出現し,従来に比べ大幅な低価格でインテ

表4 HIFAX3000シリーズの主な仕様 HIFAX3000シリーズは,GIII

で感熱記妄景方式の代表与党種である｡

項 目

HIFAX3000

受信部 送信 部

走 査 方 法 CCDによる固体平面走査 感熱記毒景ヘッドによる固体平面走査

原 稿 寸 法 最大幅297mmX長さl′500mm

有 効 画面 幅 標準252mm,最大287mm

走 査線 密 度 主走査8本/′mm.副走査7.7本′′mnl,3.85本′′′mm

伝 送 速 度 20秒,3分

帯土或圧縮方式 MH/MR方式

記 毒委 方 式 感熱記録方式

記毒責紙の大きさ 幅257mmX長さ100m(ロール紙)

寸 法 幅500mmX奥行750mmX高さ740mm

重 恩 約80kg

電 ;原 AC100V±10% 50/60Hz

消 費 電 力 待期時30VA,送信時350VA,受信時350VA,コピー時650VA

イ吏用環境条件 温度5～35℃.湿度35～85%

も 増 弟財ミ‾

£い虹､}
≡膨

図6 HIFAX3000外観量 HIFAX3000は小形,軽量のGIII標準ファクシ

ミリである｡

欝

や

fノブ

､去

図7 メモフォン外観 電話機の機能以外に,仮名文字,英一数字及び

記号の編集表示用5inのCRT,プリンタ,習熟不要な感庄式キーパッド､磁気力

一ドリーダなどをもち,テキストメール機能,インテリジェント電話機能の実

現を図っている｡

りジュントな端末が実現できるようになってきている｡本メ

モフォン端末では,これらの低価格･高機能な機器の活用を

図っている｡

メモフォンの外観を図7に示す｡テキストの編集,各種の

表示機能として5inのCRTを用いており,横20文字,縦16行

の仮名,英･数字及び記号の表示を可能にしている｡また,

そのハードコピー用として小形プリンタを上部に内蔵してい

る｡一方,入力の容易化のために,一つは一覧表形式のキー

パッド方式を用いて習熟不要とし,もう一つは磁気ストライ

プカードリーダを内蔵し,各人の氏名,電話番号などの入力

の谷易化を図り,更にIDカード機能も併せてもたせている｡

右側には各種のファンクションキーを設け,インテリジェ

ントな電話操作を可能としている｡

これらの制御は8ビットマイクロコンピュータHD6600によ

り制御され,メモリはROM(Read Only Memory)及びバッテ

リーバックアップのRAM(Random Access Memory)から成

り,メール伝送用に600ビット/秒のモデムも内蔵している｡

5.3 メモフォンの機能

メモフォンの機能は,前述のように大きくはテキストメール

端末機能とインチりジュント電話機能の2椎をもっている｡

テキストメール機能は,郵便制度を参考にして総合電子メ

ールの一環として設計されている｡特徴としては,IDカード

の活用があり,書留便での･受領者の認識,親展便での･受取人

の識別を行なっている｡また,往復便では返信期限の指定,

期限切れによる自動督促などの高度な機能をもっている｡

一方,電文中にあて先指定機能があr),その中で同一電文

を複数箇所へ配布可能とする同報機能,配達日時の指定機能

などがあり,会議の招集,備忘などに有効である｡また,頻

繁に用いる‾文例が登録されており,編集の答易化を図ってい

る｡相手不在時などは,電子メールボックス,自動再配達機

能などにより自動代行が可能である｡これらを表5に示す｡

インテリジェント電話機能として,ハンドセットを置いた

ままの発信がファンクションキーの指定で可能であり,その

ときにはスピーカによr)受話内容を聞き取ることができる｡

また,ダイヤルした番号はCRT(Cathode Ray Tube)上にモ

ニタされ確認が可能であー),CRT上のダイヤル番号を自動ダ

イヤルする機能も短縮ダイヤル機能以外に設けられている｡
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PBX 総合電子
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ー

ル

システム
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注:略語説明など

Ⅹ(電語磯)
T(テキストメール端末)

M(メモフォン)

図8 総合電子メールネットワ…クシステム 総合電子メールネットワークシステムは,OAの中核となる通信システムを提供する｡

また,計時機能を内蔵しており､通話日引ま月表示機能,史に末

低絹時には綾数のアラームセットが可能な時計としても働か

せることかできる｡=J二れらを表6にホす､つ

8 応用例

本柵では,総合電子メールシステムのサービス及び構成に

ついて明らかにし,妃に不システムに接続される代表端末と

Lて,ファクシミリ端末及びメモフォンについて記述したか､

二れらのシステム放び端末を結†ナし,OAシステムの11核とな

る通信システムの心削列を図8に示す｡

本システムはPBXと総合電子メ【′レンステムを結合し,本

社,土店,工場内での個々の端末同士の接続を実現している

か､軋二各PBX糊を中開線で結合し本支店,_L場聞か有機的

に結合して企業全体のネlソトワークを構成L,OA･の中心とな

る墟イさテンステムを提供するものである｡

本システムでは,従来の電話を中心とLた_企業内グ)通イ言だ

表5 テキストメール機能一覧 テキストメール機能は郵便制度を基

に,よりインテリジ工ントな機能を設けているゥ

分 類 機 能 内 容

扱

別

並
通 メール配達

垂 ム刀
白白 メール配達,受領者名返送

親 展 指定あて先人メール配達

規 展 書 留 指定あて先人メール配達,受領者名返送

配 達 証 明 配達証明出力

往 復 メ…ル配達,返信管理
(返 信) 返信期限時返信状況出力,督促通知自動配達

共

通

同 報 あて先複数指定,グループ指定

配達日時指定 月,日,時,分指定

再 配 達 配達不可メール自動再配達

メールボックス 受領不可メール保管,一括取出し

例 文 定型メッセージ登三緑.表示

拡
与良

会議室 予 約 予兼勺状況問合せ,予約

個人予定管玉里 スケジュール葺‡緑,参照
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表6 インテリジェント電話機能一覧 電話機の操作性の向上を図る

ために.ダイヤル操作,ハンドセット操作の容易化を図る機能を設けている｡

分 芙頁 機 能 内 容

電

話

オンフックダイヤル ハンドフリー操作

短 絹 ダ イ ヤ ル 一桁ダイヤル,任意変更

C R T ダイ ヤル
番号入力確認後ダイヤル,ラストナンバー
リダイヤル

ホットライン(直通) ワンタッチ発信,2箇所

ダイ ヤルモ ニ タ ダイヤル番号表示

受 話 モ ニ タ 受話内容スピーカ出力

時

計

通 話 時 間 表 示 自動スタート,ストップ

時 刻 表 示 年,月,日,時;分,秒,曜日

ア ラ ー ム 複数アラーム,メモ表示

注:略語説明 CRT(Cathode Ray Tube)

けでなく,ワード7じロセッサ,ファクシミリの相互通信が可

能となる｡軌二総合電子メールシステムの蓄積機能により専

用線が通信中でビジーの場合には,ディスク内に情報を待避

することにより､回線の有効利用が図れる｡

l】 結 言

OAシステムの中心となる総合電子メ【ルシステムについて,

そのサービス,システム構成,接続される端末などを明らか

にしてきた｡､今後このシステムに対する更に高い要求が期待

され,蓄積容量の拡大,収容端末の種頬の増大が考えられる

が,本システムはこれらの要求に対応できるように標準化が

考えられたシステムで,広範なサ】ビス要求にマッチする構

成となっており,今後の発展を期待している｡
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